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学校法人志賀学園
松の実こども園
 　木々の葉が赤や黄色に色づき、深まる秋を感じる季節となりました。
先日、さくら組の子どもたちが、さつまいも掘りに出掛けました。今年のおいもは大振りで、「重い重い」と両手いっぱいに抱えながら収穫を喜んでおりました。当日の朝、お姉さんがおいも掘りをすると聞いて、自分も掘りに行きたいと長靴を履いてお父さんと登園してきたばら組のＹくん。さくら組さんが、園バスで畑へ出発する様子を見て、ばら組さんは行けないことを知りがっかりしていました。子どもは好奇心旺盛！！何でもお姉さんと一緒に体験してみたかったのですね。園庭の『まつのみファーム🍃』で育てているさつまいもが成長したら、「ばら組・すみれ組さんで掘りましょうね！」と約束すると納得してくれたYくんでした。出来る出来ないではなく、「やりたい！」という気持ちを大切に子どもの声に寄り添っていきたいものですね
　さて、１日と６日は作品展です。今年のテーマは『うたのかたち☆～うたのせかいにとびこもう～』です。さくら組さんは、電車やバスに乗って出掛けた「かみね動物園」遠足の経験を生かし、【ジャングルポケット】の歌に合わせて、「きりんさんの首は長かったね」「カバの口は大きかったよね」など、友だちと身振り手振りで会話しながら、特徴を捉えてＺＯＯ（動物園）を作り上げていました。また、４月の保育参観で好きな種を植え育った花をよく観察しながら描いた絵も素敵です。いろいろな材料を使った個人制作は、一人ひとりがそれぞれの素材や廃材の特徴を活かして、工夫して作る姿が見られました。作りたい物を自分で決めて取り組む姿、友だちの良いところを誉めたり参考にしながら取り組む姿に成長を感じ、小学校生活を意識しながら滑らかに移行していけるようにしたいと思っています。
すみれ組さんは、【虹】の歌詞（遠足）のイメージから浮かんだ、お弁当を発想豊かに作り上げました。描きたいお野菜の絵も皆とても大きく立派で美味しそうです。ばら組さんは、【南の島のハメハメハ】のイメージに合わせて、貝殻に色を塗って飾ったハワイアンボトルアートや、１つひとつビーズを丁寧に通して仕上げたビーチサンダルなど、南国ムードに包まれています。未満児の子どもたちは、先生と一緒に絵の具を使って「赤はリンゴの色だね。青はお空みたいだね。緑はお庭の葉っぱと同じだね。」と声を掛けながら、手形・足形で【おはながわらった♬】の花壇や、デカルコマニーやスワイプアートで、【くだもの列車】を作ったりして、楽しく童謡ロード♪を作り上げました。
就学前までの子育てで大切にしたいことは、子どもが自信を持って生活できるようになることです。子どもが面白いと感じるいろいろな環境を作ってあげ、その中で集中して遊べることが大事です。子どもの良いところに気付いた時は、周囲の大人が具体的に誉めてあげましょう。幼児期は「あそび」＝「学び」です。遊びの中で「面白いと感じる心」「しらべようとする好奇心」「もっとやってみたいという意欲」が育ち自信に繋がっていきます。今回の作品展に向けた活動でも、そのような学びがたくさん見られました。子育ては環境が大事です。常日頃からの廃材のご協力もありがとうございます。当日は引き渡し訓練になっておりますので、お子様にお話を聞きながらご覧ください。これからも園とご家庭と連携して、子どもにとって楽しく温かい環境作りをして参りたいと思います。
 １１月８日は暦の上では冬が始まる「立冬」です。全国的にマイコプラズマ肺炎の患者数が過去最多となっております。くしゃみなどの飛沫で感染し、咳がひと月続くこともあるそうです。夏からの手足口病も一向に収束せず、インフルエンザの学級閉鎖が起きている地域もあるそうです。日頃から、うがい・手洗い、場所によってはマスクを着用したり、咳や発熱などの症状がありましたら、早めの受診をお勧め致します。
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